










伊 藤 郁 子
は じ め に
現代 は、 ピーコック時代ぐ昭和元禄時代 と言われているが、事実我々が街頭
に立 った場 合、 目にとま るのは、男性の衣服が、 あざや かで丶 しか も彳彩 にな
って きた ということであ る。特 に1967年春夏 の服 装及 び絵画 、雑誌 の グラ ビア
等の上 に見 られ る色調 や配色の強烈 さは、古今耒 曽有の もので あ り、最高彩度
に達 した と言 って も過言 で はないだ ろう。いっの時代 にも年代 の相違 に よ り、
人 々は、考 え、行動 、好 み、 その他 あ らゆ る点 に於 て変動 を表 わす、 とい うこ
とは事 実で あ るが、現 代程変動 が大 きく現 われた時代 は、 かって存 在 したで あ
ろ うか。過去 に於 ては、少 な くとも戦前 には、若 ものの発言 は、 《青 くさい》
とか、 《若 僧 の くせ に》 と、簡 単 に片づ け られて いた。特 に年功 序列 の強 い日
本 に於 て は、若 ものの発言 の場 という ものが、極 めて狭 かったの は事実 で ある。
さて、現在 は どうで あろ うか。若 ものの発言 が堂 々とまか り通 れ るば か りでな
く、 その社 会での発言 の場一 一 それ は決 して広 い とはい えないまで も 公 開
の場で 、大人 と対 等の位置 が与 え られてい る。 この 問題の善 し悪 しは別 と して、
現在若 ものの発言 に古 い世 代の人 々迄 が、刺激 され、 その影響 を受 け始 めてい
るとい うことも事実 で ある。 これは明治以来 、特 に戦後 の世界が、国際 的視 野
に立 って、物事 を考 え、行動す るよ うにな った事 によ り、新旧分離 されて いた
一55一
年代層 が互 いに歩み寄 った姿 と、見 ることは出来 ないだろ うか。
日常生活 に於 て、テ レビ、ラ ジオ にス イ ッチ を入 れれ ば、我々の視聴 覚 は、
勿 ちに して、エ レキギ ター の音 や、 ゴー ゴー、モ ンキー な どの強烈 な リズ ムの
刺激 を受 けなければ な らない。始 めの うちは、 うるさ く感 じるが、慣れ るに従
って、何時 とはな しに、何 ら違和感 を抱 かな くな る。
さて次 に、色 彩 の世界に焦点 を合せ れば、1967年の春夏 か ら冬 にかけて続 い
た あの見 るか らにあ ざやかで、刺 激 の強 い色 調 と配色効 果 に対 しては ど うであ
ろ うか。今 では、最初我 々が受 けた程 には抵抗 を感 じないばか りか、最近 では
む しろ、現代 にふ さわ しい色 調で あ り、現代 の若 者 に よ く似合 う配 色で あ ると
さえ思 うよ うに なって きた。本研 究 は、 これ らの 問題 にっ いて、1967年春夏 の
流行色 を中心 と して 考察 を進 めた もので あ る。
色 の 流 行 と流 行 色 に つ い て
かって、我 々は穏や かで、常識 的 な色調や配色 効果 を、唯 一無二 の もの と考
えていた。 だか らこそ現在 の色 に対 して 、非 常識 にあ ざや かで、突拍子 な配色
だと感 じたの も無理 ではない と思 う。大体流行 とい うものは、世 の中のすべ て
で はな くて、 あ る範 囲の人達 に、特 に関係の深 い もの であ ると思 われるが 、今
日の よ うに大企 業 とマス コ ミとによ って、 その利潤 の ために考 え られたで あろ
うところの、例 えば、メキ シカ ンル ック とかタ ヒチ トー ンとい った色 の流 行 が、
どこまで本 当の もの なの か、真面 目に考 えれ ば、何 か割 り切 れ ないものが残 る。
しか し、流行 は本質 的 なもめ ではないか も知れ ないが、 デザ インの本質 か ら考
え直 す な らば、 《人 間感情 ・感覚 が常 に一 定不変 の刺激 を受 け続 けるこ とに耐
えられ ないの で、 デザイ ンの工夫 によって、 そ うした不満 を解消 させ る ことが
出来 る。》とい う事実 を、色彩 の面 で具現 した結果 が色 の流 行 を生 み、 それ を流
行色 と名付 け るの だ。 とす るな らば、 もはや疑義 を挿 し挟 む余地 は な くな る。、
従 って、流 行 と い うもの の持 っ潜 在的 な影響 力 を見逃 す ことは出来 ない。流 行
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とか、 ブーム とかいわれ る ものは、突発 的 に起 るもので はな く、 また単一の原
因 か ら起 るもので もない。 それは各種 の因子の重 な り合 いによ って、流行色の
現 われ方 や現 われ る時 期 が異 るので ある。 たと えば、1967年に見 られ る刺 激 の
強 い色 調、配色 にっ いて、諸 因子 をあげてみ るな らば、① 色材 上では、染料 ・
顔 料 の色相 の 多様 性 と彩度 の高度化 。② 視覚上 では、 ホ ップ ・オ プ アー トに
よる表現 の強烈 さ。③ 聴覚上 では、エ レキ音楽 によ る強烈 な リズム。④ 環
境 上 では、ベ トナム戦争 、学生 デモ とい うよ うな、五 感 に訴 える刺激 の強 い因
子 の重 な り合 いに よって、国民 の精神 は、平衡 を失い、相矛盾 したものを同時
に抱 え込 んで 、 これ らをどうにも処理 出来 ないまま＼不安 と闘 いなが ら、 それ
故 に強烈 な刺激 に甘 ん じ、 自己欺瞞 に陥 ってい るので はなかろ うか。
色 の 流 行 性 とWeber-Fechnerの法 則
1967年春 以来流行 したあの強 い刺激 を持っ色 調 と配色 を、最初 に見 た時 には、
可成 り大 きな抵抗 を感 じた。 しか し今 、 その抵抗 は徐 々に取 り除 かれ てい る。
色彩感覚 は、眼 に於 け る色刺激 の結 果 で あるが、人間 の五感 は一定の刺激 を繰
り返 し受 けて い ると、 その刺激 に順応 して、最初 に感 じた強 さを、 それ程感 じ
な くな る。
この こ とはす でに、Weber-Fechnerによって解明 されてい る。即 ち、「人 間
の感 覚 は、極 く微弱 な刺激 に対 しては、反応 を起 さず、 あ る程度 の強 さ以上 に
達 す ると反応 しは じめ、正比例 的に相 関 をあ らわすが、 それ には限界 があ り、
その限 界 を過 ぎる と、 い くら刺 激 を高めて も、興 奮の対応 は起 らな くなる。従
って、 同一 の刺 激 を持 続す ると興奮 は低下 し、 そのま ・一定 の興 奮が継 続 され
る。」 とい うの であ る。
この法則 は、我 々の 日常生活の 中によ く見 い出 す事 がで きる。例 えば、聴覚
に於 て、慣 れ ない機械 の騒音等、最初 の うちは、う るさく耳 ざわ りに感 じるが、
慣 れ ると、差 程気 にな らなくなる。 また味覚 の上で は、お汁 粉 を食 べた時、二 ロ
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目は、最初の一 口程 に甘 さを感 じない。嗅覚 に於 て も、芦 水の香 をためす と き、
最初 は よ くにお うが、続 けてかいで いると薄 くな る。触 覚 に於て も同様 の こ と
が いえ る。例 えば、服地 の風 合 いを調べ る時、服地 を、 もむ よ うに指先 を動 か
すの は、服地 に触れ る部 分 を変 えなが ら、指先 の感 覚の順応 を防いでい るの で
あ る。 これ らの事柄 は、経験 による生活の知恵 では あ るが、要 す るに、Weber-
Fecherの法則 によ って裏付 け ることが出来 る。
再 び、色 彩の 問題 に戻 るが、強 い刺激 を持 つ色 調 ・配色 も最初 は若 もの とい
えども、す ぐには手 が出 なかったが、過去 に関連の少 ない若 ものは、忽 ちの 内
に、 これ らの強 い秉晒激 をわが もの顔 に受 け入れ初 めた。 そ して、いつの 間 にか、
一般化 されて い ったので あ る。 .
この点 に於 て、1967年の夏 の色 は その限界点 であ るとい うことが で きる。彩
度の限 界点 に達 した とい うことは、人々 が色彩効 果の上 に、別 な効 果 を求 め始
め たことで も想 像で きる。例 えば、 ミ光 る色ミの効 果 を求めて い るの で あ る。
しか し、 この よ うな、強い刺激 を持っ色調 ・配色 は、従来 の色彩調和 論 では ・
規 制す るこ とは無理 であ る。現代人の感覚の一般 的傾 向か ら見 ると、オ ーソ ド
ックス なもの に満足 せ ず、何 か新 しい刺激 を求 めて い る。また、マ冬 コ ミュニ
ケ ーシ ョンの世 界に於 ける規 格化 に反発 を覚 え、個 人 的満足感 を求 あよ うとす
る人 々の増 しつづ あ る今 日、従来 の調和 論が通 用 しな くなるの は、 当然 の結果
とい えるだ ろ う。
従 来 の 代 表 的 配 色 調 和 論
現 在、色 彩 に於 け る配色調和 論 と して、一般 的 に認 め られて い る、ムー ンと
スペ ンサーの配色 調和 論 は、次 の三 つ を問題 と して論 じられてい る。
1.色 彩調和 の幾 何学的 表現 へ
2.色 彩 調和 に於 ける面積'
3.色 彩調和 に応 用す る美度
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そして、配色 とい うの は全 て、調和 と不調和 に分 ける事 が可能 で あ り、配色調
和 の基 本条件 と して.
a.二 色 間の差 が不 明僚 で ないこと。
b.色 空 間 に於 て、簡 単 な幾 何学的 関係 に あること。
をあげてい る。
又調和 と不 調和 には次 の よ うな種類が あ ると して いる。
調 和1.同 一 同 じ色の調和
2.類 似 似 た色の調和
3.対 比 反対の色 の調和
不調和1.第 一 不明瞭 ご く似 た色 の不調和
2.第 二 不明瞭 や や違 う色 の不調和
3.眩 輝 極端 に反対 の色の不調和
そして、 ムー ンとスペ ンサー の配色調和 論 か らの一般 的結論 と しては、
a.正 しい関係 にあ る灰色 の配色 は、有彩色 の配色 にお とらない、高度の
美 度 を持 つ。
b.同 一色相 の調和 は、 きわめて快 い。
c.同 一 明度 の配色 は、低 い美度 となる。
d.同 一色相 、同一彩度 の簡単 なデザ イ ンは、多 くの色相 に よる複雑 な配
色 よ り、 よいことが しば しばあ る。
とい うもので あ る。
しか し、現在 、現 実 に使 われてい る配色 を、 この法則 にあてはめてみれ ば、
不調和 の例 に属す るもの が多い。これ らの配色 は何 れ も、第一不 明瞭 も、眩輝
も全 く無視 された もので ある。現代人 は、 そ うした矛盾 を矛盾 と も思 わず、堂
々と受 け入れ 、新 しい調和感 を作 り上 げて しまったので ある。
塚 田敢 の説 を引用すれ ば、 「配色調和 論 とい うものは、 あ く迄 も公 約数 的 な
もの で、一般 性 はあ るが、個性 的配色 とい うものは、 この よ うな一般 的法則 に
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よ らないところ か ら生 まれ るもの であ るか ら、色彩 調和 論に よって、配色 の問
題が全て解決 す ると考 えるの はよ くな く、 あ くまで実際 配色 への一つの 手がか
りと して 考 えるべ きであ る。」と言 うことになる。 この ことは、 自明の理 である
が、流行 が一時 的、局部 的 な もの か ら、全体 的 なものに変 ると き、 そして、過
去 の個性 的配色 が、一般 的配色 に変 る時 、特 に色彩 に対 す る一般の 関心 が強 ま
り、 多 くの美 しい色彩 を一般 大衆 が知 り、 それ らを使 い始 めた時 、過去 の調和
論 が通用 しな くな るのは当然 であ り、今 日その事実 が、具現 された もの と考 え
られ る。
最 近 の 服 飾 と 美 術 と の 交 流
流行 が最 も顕著 に現 われ るのは、色彩 の世界 であろ う。 わが国で も 泊 本流
行色協 会(Jafca)、全 日本婦 人児服地毛織 物協議会(AFK)は 、毎 年、春夏 ・
秋冬 の シーズ ンに先 が けて、基 調色 を発表 して い るが、これ らの資料 を見 ると、
1957年のシ ャーベ ッ トトー ンや1965年のパステ ルカ ラー に代 って、年 々 その基
調色 もあ ざや か さを増 してい ることが判 る。婦 人服地 の ファ ッシ ョン界 を見れ
ば、これ らの あ ざや かな色 を使 って、か ってのパ リのオー トクチ ュール のモ ッ
トー と した、女 らしさ、優雅 さに比 べて、お よそ対称 的 な、男性 的、宇宙 的、
活動 的な配色 と、大担 なシルエ ッ トを現 わ して い る。 この よ うな傾 向が 、いつ
頃 か ら始 ま った か を調べてみ ると、その最 も大 きな原 因 と考 え られ るの は、1962
年の タイユールパ ンタロ ンを皮切 りに、1965年の ミ月の世 界 を散歩 す る服ミ に
至 る一連 の作 品 を発 表 した新進 デザイナー、 ア ン ドレ ・ク レー ジュをあげ るこ
とが 出来 る。彼 の発 表 した、 ミ月の世 界 を散 歩す る服美 は、純 白の、漸 新 な、
歯切れの よい、直線 的で宇宙時代 を代 表す るかの よ うな作 品である 。
現 在の ミニ ス カー トに比 較すれ ば、長 めのス カー トで はあ るが、 その 当時 に
は、膝 を出 した とい うだ けで も突飛 な出来 事だ ったので あ る。 しか しなが ら、
他面 に於て は、何 か斬新 なもの を、そ して、 自分達 の もの をと、セ ンスの新 し
一60一
いデザ イ ンを期待 して いた若 ものた ちや 、従 来のオ ーソ ドック反 なもの に、あ
きた らぬ思 いに悩 んで いた人達 の要求に応 えることが出来 たで あろ うことは、
見逃す こ とは出来 ない。
衣服 の丈が短 くな り、面積 が小 さ くなるに比例 して、その明度対比 は大 きく、
又 は極端 に小 さく、彩 度 は高 くなった。白黒 、 そ して、極端 にあざや かな色 が.
必要 に なった。 そ して あ ざや かな色 を用 いた時 の配色 効 果 を工夫す る必要 が起
った。
XXXXX
オ ップアー トとファ ッシ ョンを比べ た時 、こ こに一つ の面 白い事実 が見 られ
る。みず ゑ729号に ジ ョセブ ・ア ルバースは、「オ ップアー トは光学現 象 によっ
て知 覚 をア タックす る。 それ には生理 的次元 に環 元 され た言語 で な くては信 じ
られ ない と言 った若 さが あ る。光 学現象 は見 るもの の中 に入 り込 み、知覚の う
しろでさ まざまに生 きる。記憶 や情 念 をひ きお こす こ と もあ りうる し、 またそ
うで な くては芸術 どい えない。」「オ ップアー トと以前 の幾 何学 的抽 象の相違 は、
前者 が知覚 次元の言語 で あ るのに比べ ると、後 者 は感情 の次 元で成立す る言 語
で ある。 オ ブには、時 に は 目ま いや、嘔吐 をもよお させ るよ うな不快 感や イ リ
ュー ジ ョンが あ るが……」 と述 べ られて いる。 オ ップ ァー トは確 かに、人 々 を
い らい らさせ るよ うな色 と形 を用 いて いる。 けれ ども、 その反面 にお いて、人
々に新 しい色 ・配色 の美 しさを見せて くれた。過去 に於 て、人 々は いかに も穏
やか で、常識 的 な色彩 しか用 いなかったの だとい うこと を考 えさせ た。 目新 し
い色 の世 界 ・色 の楽 しさ をオ ップアー トは教 えた。 この こ とは、現在の フ ァッ
シ ョンに於 て も又、言 えるこ とで ある。 アン ドレ・ク レー ジュも、「女性 た ちは、
もっと もっと色彩豊 か な もの を着れ ば、 もっと楽 しげ にみ える。 いまにパ リの
町 もアフ リカや ア ジアで や って い るよ うに色彩 に満 ち るだ ろ う。」と予言 して い
た。実際 、昨今 のフ ァ ッシ ョンは、色 を最高 に楽 しみ 、使 うことを教 えてい る。
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又 、 シュシウス ・ラファエ ルは、 「オ ップアー トはデザ イ ンに近 い幾何 学的
抽象主義 につ なが って作 られ たモ ノ トー ンの視 覚詩」 と書 き、オ ップアー トの
創始 者 ヴ ィク トル ・ヴァザ ル リーは、彼 の作品の起源 を、傷 を包 んだオーガ ン
デ ィの包帯 の荒 い 目が体 の動 きによ ってみせ るひずみ か ら発展 した もの だ と言
い、 そ して初 期 の彼 の作品 を見れ ば明 らかな通 り、最初 それは、黒 白の世 界 か
ら始 ま り、 あの あ ざやか な色 調へ と進 んだこ とと、 ク レー ジュの臼 か ぢ始 ま っ
て、現在の あ ざや か な色 調 ・配色の ミニ スカー トへ と展 開 してい った ファ ッシ
ョンの世間 との 間に、何 か共 通点が あるよ うに考 え られ る。黒 と臼 とい う最高
の明度差 の次 に くる ものは、現 在の よ うな超高彩度 の色 による配色効 果 に相 当
す るだ ろ う。
このオ ップアー トの感情の 次元で成立す るもの それ も若 い感情 の次 元
で成立す るもの一 と、現在 の音楽 界 に於 ける グルー プサ ウ ンズの感情 に直
接 うった えるもの と、 ファ ッシ ョンに於 ける1967年に現 われた色調 と、配色 、
そ して形体 、 そこにはお互 に、 その根底 に於 て相通 じる何 もの かが 、存 在す る
よ うに考 え られ.る。
この多次元 のmに つ いて、 ヴァザ ル リーは次の よ うに書 いて いる。
「数千年 の間 、ひ とは さま ざまな次元 を別 々に知覚 して きたが、今 日それ らは
たがいに浸透 し合 う。造型性 は今後 、二っの基 本的 なセ クター、物的 な拡 が り
であ る都 市 と、心理 的 な拡 が りで ある意識 でもって、近代の空 間一時 間の広 大
な諸構 造 を占 有す る。 フォル ムと色彩 、一般 言語 では区別 させ るこれ らの二 っ
の概 念 は、造 型言語 では一 致す る。 どんな フォルム も色 彩の下層土 であ り、 ど
ん な色 彩 もあ るフォルムの属性 で ある。 しか し、芸術 の最初 の尺 度 があ り、感
性 の最初 のテ ス トであ る造型単 位 を生 み出すため には、二っ の もの 《フォル ム
ー色彩》 が必要 で ある。われ われ は、造型単位 の転 換 性の法則 を主張す る。造
型単位 は最初 、ポ ジテ ィブ ・ネガテ ィフか、ネ ガテ ィフ ・ポ ジテ ィフか、黒 白
!/
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か白黒 かという二進法のシステムであらわされるが、色彩 ・コントラス トか、
色彩 ・ハーモーかに、たやす く変換 される。芸術 の観念 と技術 は、今後時代の
もっとも進んだ思想や技術 と手をたつさえて しか進むことはできない。こうし





れわれ芸術家は、芸術の時代おくれの定義 を捨て、雑種的生 き残 りとの絶対的
な断絶 を要求す る。芸術家 は太陽に輝 くさまざまなかたちをした多色都市のオ
プテ ィミステ ィックな建設者である。芸術 とは純粋な造型性、健康、喜び、前
進的な数の中で、世界に近づいているこれらの感覚的な素質である。」(以上み
つゑ731号よ り引用)
CIE系 色 度 図 上 で の吟 味
現在 どれ程あざやかな色 が出せ るようになったかを見 るため、顔料 ・染料に
ついて調 らべた。







































この500カラーカー ドは現在 日本で使 われて いる色票 中、最 もあ ざやかな
色票 を含んでい ると考 えられ、これ らの 内の最高彩度 は0.5RP7/20であ る。
《註0.5一 色相番号、RP-RedPurple、7一萌度20一 彩度》
一 般 的 に 最 も 多 く使 わ れて い る 色 票 と し て 、 マ ンセ ル カ ラ ー ブ ッ ク を取 り上
げ た 。
表1は マ ン セ ル カ ラ ー ブ ッ ク の 中 よ り色 相 番 号 が5の 最 高 彩 度 の 色 の み を 取
り だ し 、 マ ン セ ル 値 と 、 マ シセ ル 値 よ り換 算 したx.y.Y値 を示 した も の で
あ る 。L『
表IIは 、 同 じ く500カ ラ ー カ ー ドの 色 票 中 、 彩 度 の 高 い も の の み を選 び 、 そ
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●れ らのマ ンセル値 と換算 したx.y.Y値 を示 した もので ある。
図 は、1931年国際照 明委員会 によって定 め られたCIE系 色 表示法 によ る色
度図 で ある。図 工と図 皿 を比較す ると、(附図参 照)R、GY～G、BG、PB
P～RPの 各色 が、 その あ ざやか さを大巾 に増 して い る。
YR～Yは 大 した差 がないp
これ は、YR～Yの 部分 は、マ ンセ ル色票 に於 て、すで にかな り高彩度 の色
が出 されてい るか らであ る。色票の比較 よ り言 えることは、現代相 当高彩 度 の
色 が出せ るよ うにな った とい う事 。以前 は赤 が色 の中 では最高彩度 と言 われて
いたが、RP、GY～G～BG系 統 のあ ざやか さのの びは目覚 しいものが ある。
配色 の上 で特 筆すべ きこ とが らは、洋 装 に、紫 と黄緑 の配色 が少 な くないこ
とであ る。 この配色 は、和服 の方面 では昔 か ら用 いられ ていたが、洋 装 には未
だそあ例 を見ることが出来なかった。また、あざやかな黄緑の服 を着 ることも
最近 の傾 向 とい えるだ ろう。
すで に述べ たムー ンとスペ ンサ ーの調和 論は元来 、マ ンセル色票 を基 に して
作 られ た もので あるが、今 日の ように、マ ンセ ル ブックの中 に見 られぬ よ うな
超 高彩度 の色 が多 く出 まわ る時 代 には、マ ンセ ル ブックその ものに、改訂 の必
要 があ り、ムー ンとスペ ンサーの調和論 もす でに過去 の もの とな りつつ あ るこ
とは、当然の成 り行 きといえるだろ う。
他方 、最近の服色 実態結果 を調べ るため に、奈良女子 大学、山崎研究 室 の資
料の中 か ら、AFカ ラー実績調 査 と、世界の流 行色 の傾 向 を集録 したOBCの
カラー ・カー ドとを選 び各年 ごとに、高彩度の色 を取 り出 し、これ らのマ ンセ
ル値 とx.y.Y値 と をま とめ たものが、表3・4、 及 び、 図3・4で あ る。
1こ れ らの表 と図 を比較す ると、(附図参照)色 度 図の周辺部 に色 点が拡 が って
いる。づ ま り、これ らの色 が高彩度で あ ること を意味す る。特 にOBCに 於 て、



























































































































































以上の あ ざや か さが出て い ると考 えられ る。(上 の資料 は全て、 ウー ル に染 め
られ た もので あ る。)実際 、カラー ・コ ンピュー ター て噸掟 した ものに彩度/20
以上の ものが少 な くない。(マンセ ル ・ブ ックの最高彩度 は/14)そ して、1967
年春夏 の婦 人服 地 の コ レクシ ョンを調査 した結 果、 それ らの配色や シルエ ッ ト
に新 しい取扱 いが、現 われ てい るこ とも明 らか にな った。
お し ま い に
現代 はイメー ジの時代 で あ り、絵画 は具象絵 画 よ り抽 象絵 画へ、彫 刻 も具 象
彫 刻 よ り抽象彫 刻へ移 って いる。 それ らは従来 の、物→ イメー ジ→ 物 とい う表
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現 を、物→ イメー ジとい う風 な直接 的 に伝達 す ることが 、美術 界の主流 をな し
ている。す なわ ち、オプ アー トの 目ざす ところ はそ こに ある。㌦そ して そこに 刺
激 の強 い色調 と配色 が用 い られ る原 因 があ る。 それは若 もの達 の考 え を伝 達す
るた めの最短距離 の 表現方法 とい えるので あ る。
従 って、 この よ うな現代 に即応 した新 しい配色 調和 論 が、あ らた に誕 生す る
ことを望 みた いので ある。
最後 に、終始 御指 導 いた だいた、奈良女子大学 山崎勝 弘教授 に深 甚の謝 意
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